
１
は
じ
め
に

　

次
な
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
備
え
た
下

水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
（
下
水
疫
学
調

査
）
の
動
き
は
、
ま
だ
ま
だ
ス
ピ
ー
ド

は
遅
い
も
の
の
、
厚
生
労
働
省
等
日
本

国
内
で
徐
々
に
理
解
が
進
ん
で
き
て
お

り
、
有
事
・
平
時
に
お
け
る
感
染
症
対

策
の
重
要
な
柱
の
一
つ
と
し
て
認
知
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

下
水
中
の
ウ
イ
ル
ス
濃
度
測
定
に
よ

る
流
行
予
測
・
早
期
警
戒
発
信
機
能

は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
（
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）
対
応
で
そ
の
有
効

性
が
実
証
さ
れ
、
平
時
か
ら
の
重
層
的

な
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
一
部
と
し
て
期

待
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
２
０
２
４
年
度
か
ら
、
下
水

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
を
厚
生
労
働
省
の
感

染
症
流
行
予
測
調
査
事
業
の
中
で
実
施

す
る
な
ど
、
国
レ
ベ
ル
で
の
取
り
組
み

の
強
化
が
徐
々
に
始
ま
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

世
界
の
動
き
の
主
流
は
、
平
時
に
お

け
る
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
に
限
ら
な
い
多

く
の
感
染
症
蔓
延
防
止
対
策
と
し
て
の

下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
活
用
で
す
。

特
に
、
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）が
25
年
１
月

１
日
付
で
、
Ｅ
Ｕ
下
水
道
法
に
お
い
て

下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
を
義
務
付
け
た

こ
と
は
、世
界
を
先
導
す
る
動
き
で
す
。

２
感
染
症
対
策
に
お
け
る
下

水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
役

割
・
意
義
・
特
色

　

下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
は
、
住
民
か

ら
排
出
さ
れ
る
便
・
尿
や
洗
面
排
水
・

風
呂
排
水
な
ど
に
含
ま
れ
る
ウ
イ
ル
ス

・
細
菌
等
の
病
原
体
を
、
下
水
が
流
れ

着
く
管
路
や
下
水
処
理
場
で
監
視
す
る

手
法
で
す
。
都
市
を
一
つ
の
「
生
命

体
」
、
下
水
道
を
「
静
脈
」
に
例
え
る

な
ら
、
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
は
「
都

市
の
健
康
診
断
」
と
言
え
ま
す
。
そ
の

主
な
役
割
・
意
義
・
特
色
は
次
の
通
り

で
す
。

　

①
感
染
症
流
行
の
早
期
検
知
と
予
測

　

感
染
者
は
感
染
す
る
と
発
症
前
か
ら

ウ
イ
ル
ス
を
便
等
に
排
出
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
下
水
中
の
ウ
イ
ル
ス
濃
度

は
、
住
民
が
自
主
的
に
検
査
を
受
け
る

従
来
の
臨
床
デ
ー
タ
よ
り
も
早
く
、
か

つ
「
見
え
な
い
感
染
を
見
え
る
化
」し

て
、精
度
高
く
、地
域
の
感
染
状
況
を
示

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
医
療
機
関
へ

の
負
荷
が
増
大
す
る
前
に
、
行
政
や
病

院
が
早
期
の
感
染
症
対
策（
例
え
ば
、病

床
数
の
確
保
、
医
師
の
配
置
、
ワ
ク
チ

ン
の
手
配
等
）
を
検
討
す
る
た
め
の
意

思
決
定
に
資
す
る
情
報
を
提
供
で
き
ま

す
。
ま
た
、
住
民
に
流
行
状
況
を
周
知

す
れ
ば
、
マ
ス
ク
着
用
、外
出
抑
制
等
、

住
民
の
行
動
変
容
に
つ
な
げ
ら
れ
、
感

染
症
蔓
延
防
止
に
貢
献
し
ま
す
。

　

②
客
観
的
で
精
度
の
高
い
感
染
状
況

の
把
握
と
匿
名
性

　

臨
床
検
査
の
受
診
控
え
や
検
査
体
制

の
ば
ら
つ
き
に
左
右
さ
れ
ず
、
下
水
流

入
地
域
全
体
の
感
染
状
況
を
客
観
的
か

つ
包
括
的
に
、
精
度
高
く
把
握
で
き
ま

す
。
か
つ
、
個
人
が
特
定
さ
れ
ず
、
匿

名
性
が
高
い
の
も
特
徴
で
す
。

　

③
効
率
的
で
非
侵
襲
的
な
感
染
状
況

の
把
握

　

一
つ
の
下
水
処
理
場
で
広
範
囲
（
数

千
〜
数
十
万
人
規
模
）
の
住
民
を
一
度

に
、
か
つ
非
侵
襲
的
（
個
別
の
検
体
採

取
を
伴
わ
な
い
た
め
、
住
民
の
身
体
へ

の
負
担
が
な
い
）
に
監
視
で
き
る
た

め
、
公
衆
衛
生
対
策
上
の
効
率
が
非
常

に
高
い
で
す
。

　

④
変
異
株
の
監
視
も
可
能

　

高
感
度
な
メ
タ
ゲ
ノ
ム
解
析
な
ど
に

よ
り
、
従
来
の
臨
床
検
体
調
査
で
は
捉

え
き
れ
な
か
っ
た
新
た
な
変
異
株
や
未

知
の
ウ
イ
ル
ス
を
早
期
に
同
定
・
監
視

す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

３
コ
ロ
ナ
禍
で
の
下
水
サ 

ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
進
展

　

日
本
国
内
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、
産
学
官
連
携
に
よ
り
技
術
開
発
と

実
証
が
進
み
、
以
下
の
よ
う
な
進
展
が

得
ら
れ
ま
し
た
。

　

①
感
染
者
数
と
の
相
関
確
認

　

多
く
の
処
理
場
（
例
え
ば
札
幌
市
、

石
川
県
小
松
市
、
兵
庫
県
養
父
市
な

ど
）
に
お
い
て
、
下
水
中
の
ウ
イ
ル
ス

Ｒ
Ｎ
Ａ
濃
度
と
新
規
感
染
者
数
と
の
間

に
高
い
相
関
関
係
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

②
実
用
化
へ
の
技
術
的
基
盤
の
構
築

　

迅
速
か
つ
精
度
の
高
い
ウ
イ
ル
ス
濃

縮
・
分
析
手
法
が
技
術
開
発
さ
れ
、
検

査
コ
ス
ト
や
所
要
日
数
の
削
減
が
進
み

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
世
界
最
高
レ

ベ
ル
の
高
感
度
な
検
出
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。

　

③
特
定
の
個
別
施
設
で
の
活
用

　

特
定
の
施
設
（
病
院
、
高
齢
者
施

設
、
大
学
寮
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
村

等
）
の
排
水
を
対
象
と
す
る
取
り
組
み

で
は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
の
兆
候
把
握

に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

④
社
会
的
な
認
知
の
向
上

　

23
年
度
に
全
国
67
自
治
体
の
議
会
に

お
い
て
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
事
業
の

実
施
を
求
め
る
意
見
書
が
採
択
さ
れ
る

な
ど
、
社
会
的
な
期
待
と
認
知
が
高
ま

り
ま
し
た
。

４
世
界
の
動
き
と
現
状

　

世
界
で
は
、
日
本
に
先
行
し
て
国
家

レ
ベ
ル
で
の
組
織
的
な
取
り
組
み
が
大

き
く
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
動
き
、
現

状
を
紹
介
し
ま
す
。

　

①
Ｅ
Ｕ

　

Ｅ
Ｕ
は
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
を
強

く
推
奨
し
て
お
り
、
25
年
１
月
１
日
付

で
、
Ｅ
Ｕ
下
水
道
法
（
Ｅ
Ｕ
都
市
下
水

処
理
指
令
）
を
大
改
正
し
、
加
盟
国

に
、
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
を
義
務
化

し
ま
し
た
。
下
水
処
理
場
で
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
―
19
と
そ
の
変
異
体
、
ポ
リ
オ
ウ

イ
ル
ス
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
、
新
た
な
病
原
性
微
生
物
、
加
盟
国

が
監
視
の
必
要
が
あ
る
と
み
な
す
そ
の

他
の
公
衆
衛
生
指
標
病
原
性
微
生
物
等

の
恒
常
的
な
平
時
の
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ

ン
ス
を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
10
万
人
以
上
の
人
口

密
集
地
区
に
お
い
て
、
加
盟
国
は
、
28

イ
ラ
ン
ス
義
務
化
の
大
き
な
特
徴
は
、

Ｅ
Ｕ
の
公
衆
衛
生
法
や
環
境
法
で
下
水

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
義
務
化
が
法
制
化

さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
下
水
道
法
で
法

制
化
さ
れ
た
点
で
す
。

　

わ
が
国
に
お
け
る
今
後
の
制
度
化
に

お
い
て
、
大
き
な
示
唆
に
な
る
と
考
え

ま
す
。

　

な
お
、
Ｅ
Ｕ
で
は
現
在
１
３
０
０
カ

所
の
下
水
処
理
場
で
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ

ン
ス
が
実
施
中
で
す
。

　

②
米
国

　

米
国
疾
病
予
防
管
理
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ

Ｄ
Ｃ
）
は
、
全
米
下
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
（National Wastewater 

Surveillance System

：NWSS

）
を

構
築
し
、
１
３
５
０
カ
所
超
の
処
理
場

で
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
現
在
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
だ
け

で
な
く
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
型
・
Ｂ

型
、
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
、
サ
ル
痘（
Ｍ
ｐ

自
動
採
水
か
ら
分
析
・
評
価
と
工
程
の

大
部
分
を
自
動
化
し
て
い
る
の
が
特
徴

で
す
。

　

④
韓
国

　

韓
国
で
は
、
現
在
99
カ
所
の
下
水
処

理
場
で
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
麻
薬
の
検
知
も
下
水

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
で
実
施
し
て
お
り
、

青
少
年
向
け
麻
薬
対
策
を
打
ち
出
す
か

否
か
の
政
策
判
断
に
使
っ
て
い
ま
す
。

　

⑤
ア
フ
リ
カ

　

ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
急
ピ
ッ
チ

で
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
社
会
実
装

が
進
み
、
現
在
、
46
カ
国
と
ア
フ
リ
カ

（
全
体
で
54
カ
国
）
の
ほ
と
ん
ど
の
国

が
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
海
外
事
例
は
、
下
水
サ
ー

ベ
イ
ラ
ン
ス
が
平
時
の
公
衆
衛
生
シ
ス

テ
ム
と
し
て
世
界
的
に
標
準
化
さ
れ
つ

つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
下
記
に

示
す
よ
う
に
、
技
術
的
に
は
世
界
最
高

レ
ベ
ル
で
あ
る
日
本
の
相
対
的
な
遅
れ

が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

５
わ
が
国
の
下
水
サ
ー
ベ
イ

ラ
ン
ス
の
現
状

　

25
年
度
現
在
、
わ
が
国
で
下
水
サ
ー

ベ
イ
ラ
ン
ス
が
実
施
さ
れ
て
い
る
の

は
、
実
施
が
公
表
さ
れ
て
い
る
箇
所
と

し
て
は
27
カ
所
で
す
。
そ
の
大
部
分

は
、
厚
労
省
の
感
染
症
流
行
予
測
調
査

事
業
で
、
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究
機

構
（
Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｓ
）
が
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、
住
民
へ
の
公
表
等
は
あ
り
ま
せ

ん
。
住
民
に
公
表
さ
れ
、
医
療
関
係
者

等
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
札
幌

市
、
小
松
市
等
わ
ず
か
の
状
況
で
す
。

　

一
方
、
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
手

法
を
活
用
し
た
、
航
空
機
排
水
サ
ー
ベ

イ
ラ
ン
ス
・
空
港
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン

ス
は
、
日
本
の
主
要
空
港
等
で
継
続
的

に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、海
外

か
ら
わ
が
国
に
入
る
危
険
な
新
種
の
ウ

イ
ル
ス
、
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
株
の
早
期

把
握
の
た
め
で
あ
り
、
バ
イ
オ
テ
ロ
へ

の
備
え
も
含
め
、
国
家
安
全
保
障
、
国

家
防
衛
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

全
体
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
に
諸
外

国
と
比
べ
、
社
会
実
装
は
大
き
く
遅
れ

て
い
る
現
状
で
す
。
以
下
、
わ
が
国
に

お
け
る
課
題
と
展
望
を
述
べ
た
い
と
思

い
ま
す
。

６
日
本
で
社
会
実
装
が
進
ま

な
い
現
状
に
お
け
る
課
題

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
次
な
る
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
に
備
え
、
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン

ス
を
社
会
実
装
し
、
平
時
の
サ
ー
ベ
イ

ラ
ン
ス
も
含
め
た
社
会
シ
ス
テ
ム
と
し

て
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
、
現
時
点
で

次
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
り

ま
す
。
今
後
、
こ
れ
ら
を
克
服
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

①
平
時
か
ら
の
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン

ス
体
制
構
築
・
維
持
と
財
源
確
保

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
有
事
の
際
だ
け
で

な
く
、
平
時
か
ら
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン

ス
を
全
国
の
処
理
場
で
継
続
的
・
定
期

的
に
実
施
し
、
検
査
結
果
を
定
期
的
に

公
表
で
き
る
体
制
の
構
築
と
人
材
育
成

が
必
要
で
す
。
日
本
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ

ン
ス
協
会
と
し
て
は
、
47
都
道
府
県
全

て
を
含
む
全
国
２
０
０
処
理
場
で
の
下

水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
実
施
を
提
唱
し

て
い
ま
す
。
事
業
を
安
定
的
に
継
続
す

る
た
め
の
法
制
度
化
や
財
政
支
援
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
政
府
の
日
本
成
長
戦
略
会
議

に
お
い
て
も
、
危
機
管
理
投
資
の
重
要

性
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
感
染
症
対
策

や
公
衆
衛
生
イ
ン
フ
ラ
の
強
化
が
今
後

の
重
点
分
野
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
全

国
的
な
社
会
実
装
に
向
け
て
は
、
こ
う

し
た
国
の
政
策
的
な
動
き
と
連
動
し
た

制
度
設
計
や
財
源
確
保
が
不
可
欠
で

す
。

　

②
デ
ー
タ
活
用
と
意
思
決
定
体
制

　

検
査
結
果
を
行
政
の
感
染
症
対
策
の

意
思
決
定
（
住
民
へ
の
情
報
発
信
や
対

応
策
の
検
討
等
）
に
ど
の
よ
う
に
結
び

つ
け
る
か
、
明
確
な
運
用
方
法
・
運
用

体
制
の
構
築
が
不
可
欠
で
す
。

　

③
関
係
機
関
の
連
携
と
法
整
備

　

下
水
処
理
場
管
理
者
と
公
衆
衛
生
部

局
と
の
連
携
を
強
化
す
る
規
定
等
、
下

水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
法
整
備

等
が
必
要
で
す
。

７
社
会
実
装
に
向
け
て
の
展
望

　

課
題
を
克
服
す
る
こ
と
で
、
下
水
サ

ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
は
将
来
的
に
以
下
の
よ

う
な
幅
広
い
分
野
へ
の
応
用
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
政
府
の
日
本
成
長
戦

略
会
議
で
は
、
危
機
管
理
投
資
の
一
環

と
し
て
感
染
症
対
策
や
公
衆
衛
生
イ
ン

フ
ラ
の
強
化
が
議
論
さ
れ
て
お
り
、
下

水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
社
会
実
装
も
今

後
の
重
要
な
政
策
課
題
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

①
幅
広
い
感
染
症
の
流
行
把
握
へ
の

応
用

　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
以
外
の
感
染
症
、

す
な
わ
ち
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
型
・

Ｂ
型
、Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
、サ
ル
痘
、
ヒ
ト

メ
タ
ニ
ュ
ー
モ
、ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
、エ
ン

テ
ロ
ウ
イ
ル
ス
、Ａ
型
肝
炎
、Candida 

auris

、
麻
疹
ウ
イ
ル
ス
、
百
日
咳
等

の
流
行
把
握
に
対
応
で
き
ま
す
。

　

②
薬
剤
耐
性
菌
（
Ａ
Ｍ
Ｒ
）
の
監
視

　

下
水
中
で
の
薬
剤
耐
性
遺
伝
子
や
耐

性
菌
の
動
態
を
監
視
し
、
地
域
全
体
の

薬
剤
耐
性
菌
の
拡
散
状
況
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
公
衆
衛
生

上
、
非
常
に
重
要
な
取
り
組
み
と
な
る

と
考
え
ま
す
。

　

③
未
知
の
脅
威
へ
の
備
え

　

特
定
の
病
原
体
に
限
ら
ず
、
メ
タ
ゲ

ノ
ム
解
析
に
よ
っ
て
未
知
の
新
興
感
染

症
の
発
生
を
早
期
に
探
知
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　

④
下
水
道
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

へ
の
活
用

　

下
水
道
事
業
に
お
い
て
昨
今
注
目
を

浴
び
て
い
る
管
路
腐
食
対
策
な
ど
、
下

水
道
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
へ
の
応
用
も
可
能
で
す
。
硫
化

水
素
生
成
や
硫
酸
生
成
に
関
わ
る
特
定

の
微
生
物
（
硫
酸
還
元
菌
、
硫
黄
酸
化

細
菌
等
）
の
量
の
経
年
的
経
過
・
他
地

域
と
の
比
較
等
を
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン

ス
で
継
続
的
に
把
握
し
、
腐
食
リ
ス
ク

の
高
い
管
路
を
特
定
す
る
こ
と
で
、
下

水
道
イ
ン
フ
ラ
の
効
率
的
な
予
防
保
全

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

８
お
わ
り
に
～
下
水
道
の
新

た
な
価
値
創
造
に
向
け
て

　

日
本
の
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
は
社

会
実
装
に
向
け
て
今
、
動
き
出
し
た
段

階
で
す
。
政
府
の
日
本
成
長
戦
略
会
議

（
危
機
管
理
投
資
）
に
お
い
て
も
、
感

染
症
対
策
や
公
衆
衛
生
イ
ン
フ
ラ
の
強

化
が
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
お
り
、

下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
社
会
実
装
が

今
後
の
国
の
成
長
戦
略
の
一
翼
を
担
う

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
今
後
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
知
見
を
生
か
し
、
行
政
的
・

財
政
的
・
制
度
的
課
題
を
解
決
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
次
な
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
対
す
る
強
靱
な
社
会
シ
ス
テ
ム
と
な

る
と
と
も
に
、
平
時
に
お
け
る
多
く
の

感
染
症
対
策
と
し
て
、
日
本
社
会
に
定

着
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
社
会
が
実
現
し
た
際
に
は
、

下
水
道
イ
ン
フ
ラ
は
、
「
感
染
症
対
策

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
国
民
の
生

命
と
健
康
を
守
る
イ
ン
フ
ラ
」
と
い
う

新
た
な
価
値
・
使
命
を
持
つ
重
要
な
社

会
イ
ン
フ
ラ
と
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
と
考
え
ま
す
。

年
末
ま
で
に
、
下
水
中

の
薬
剤
耐
性
菌
（
Ａ
Ｍ

Ｒ
）
の
下
水
サ
ー
ベ
イ

ラ
ン
ス
を
開
始
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
た
め

に
、
26
年
７
月
２
日
ま

で
に
、
下
水
中
の
Ａ
Ｍ

Ｒ
を
測
定
す
る
た
め
の

最
小
採
水
頻
度
と
統
一

さ
れ
た
測
定
方
法
を
確

立
す
る
と
し
て
い
ま

す
。

　

Ｅ
Ｕ
の
下
水
サ
ー
ベ

ｏ
ｘ
）の
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大

学
等
の
グ
ル
ー
プ
が
主
導
し
、

処
理
人
口
１
万
人
以
上
の
処
理

場
で
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
型
・
Ｂ
型
、
Ｒ

Ｓ
ウ
イ
ル
ス
、
サ
ル
痘
、
ヒ
ト

メ
タ
ニ
ュ
ー
モ
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
Ｇ
Ⅱ
、
エ
ン
テ
ロ
ウ
イ
ル
ス

68
、
Ａ
型
肝
炎
、Candida 

auris

、
麻
疹
ウ
イ
ル
ス
の
下

水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

③
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
政
府

機
関
（N

atio
n
al 

Environmental Agency

：

NEA

）
が
主
導
し
て
、
国
内
５

０
０
カ
所
以
上
で
下
水
を
サ
ン

プ
リ
ン
グ
し
、
下
水
サ
ー
ベ
イ

ラ
ン
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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日
本
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
協
会　

副
会
長　

谷
戸　

善
彦　
　
（
Ｎ
Ｊ
Ｓ
）

副
会
長　

小
林　

博
幸（
塩
野
義
製
薬
）

理
事　

北
島　

正
章　
（
東
京
大
学
）

平
時
の
感
染
症
対
策
と
し
て
定
着
を

平
時
の
感
染
症
対
策
と
し
て
定
着
を

　
国
の
成
長
戦
略
の
一
翼
担
う
期
待
も

　
国
の
成
長
戦
略
の
一
翼
担
う
期
待
も


